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一
八
世
紀
初
頭

の
薩
隅
方
言

に
お
け

る

「
ノ
」

と

「
ガ
」

の
用
法

江

口

泰

生

一

は
じ
め

に

九
州
方
言

に
お
け
る

「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
用
法

に
は
、
二

つ
の
問
題
点

が
あ

る
。一
つ
は
全
く
文
法
的
な
側
面

で
、
主
格

・
連
体
格

に

「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
ど

ち
ら
を
用

い
る
か
と

い
う
問
題

で
あ

る
。
例
え
ば
、
主
格
表
現

に
関
し

て
い
え

ば
、
専
ら

「
ノ
」
を
用

い
る
地
方
と
、
或

い
は

「
ガ
」
を
主

に
用

い
る
地
方

と

が
あ

る
。
今
二

つ
は
表
現
的
な
側
面

で
、
「
ノ
」
が
敬
意
を
表
し
、
「
ガ
」

が
卑

称

に
用

い
ら
れ

る
と

い
う
面

で
あ
る
。
九
州
方
言

に
お

い
て
も
、

こ
の
よ
う
な

用
法
を
有
す

る
地
方
と
有
し
な

い
地
方
と
が
あ
る
。

こ
の
二

つ
の
側
面
は
、
必
ず
し
も
同
じ

レ
ベ
ル
で
対
立
し

て
い
る
わ
け

で
は

な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
と

い
う

の
は
、
主
格
や
連
体
格
を
表
す

の
に
助

詞
を

必
要
と
す
る
と

い
う
事
は
、
文
が
成
立
す
る
た
め

に
は
必
要
不
可
欠

な
条
件

と

し

て
、
「
ノ
」
と

「
ガ
」
が
二
者
択

一
の
選
択
肢

と
し

て
存
在
し

て
い
る
の
だ
と

い
え
る
。

し
か
し
、
「
ノ
」
が
敬
意

を
表

し
、

「
ガ
」

が
卑
称

に
用
い
ら
れ
る
と

い
う
現

象

は
、
文

が
成
立
す

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
条
件
と

い

っ
た
類

の
も

の
で
は

な
く
、

そ

の
よ
う
な
表
現

を
し
た
ほ
う
が
好
ま
し

い
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
敬

意

を
表

す

べ
き
と
こ
ろ
に

「ガ
」
を
用

い
た
か
ら
と

い

っ
て
、
文
が
成
立
し
な

い
と

い
う
も
の

で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、

一
八
世
紀
初
頭

の
薩
隅
方
言

に
お
け
る

「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
用

法

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿

は
、
以
上
述

べ
た
二

つ
の
側
面
と

そ

こ
か
ら
派
生
す

る
諸
問
題

に

つ
い
て
、
ゴ

ン
ザ

の
諸
著
作
を
調
査
す
る
事

に

よ

っ
て
、

一
八
世
紀
初

頭

の
薩
隅
方
言

に
お

け
る
、
「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
用
法

に

つ
い

て
記
述

す
る
も

の
で
あ
る
。
と

り
た

て
て
目
新
し

い
視
点
や
結
論
が
あ
る

わ
け

で
は
な
い
の
で
あ

る
が
、
以
下
、
若
干

の
報
告
を
し
た

い
と
思
う
。

二

『
日
本

語
会

話
入
門
』

に
お
け
る

「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
用
法

『
日
本
語
会
話
入
門
』

は
、
ゴ

ン
ザ

の
諸
著
作

の
な
か

で
も
会
話

の
例
文

が

掲
げ

て
あ
る
の
で
、
「
ノ
」
と

「
ガ
」
の
用
法

の
詳
細
な
点
を
調
査

す
る

の
に
先

ず
適
当

で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ

る
。

『
日
本
語
会
話
入
門
』

に
お
け
る

「
ノ
」

と

「
ガ
」

の
用
例

は
次

の
と
お
り

で
あ
る
。
用
例
及
び
用
例

の
番
号

は
村
山
七
郎

「56「



＊
3

氏
『
凛
流
民
の
言
語
』
に
よ
る
が
、
表
記
に
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は

＊
4

そ
の
正
し
い
表
記
を
［
　
］
に
示
し
た
。
又
、
用
例
は
必
要
な
部
分
の
み
を
示

し
、
ア
ク
セ
ン
ト
符
号
は
省
略
し
た
。

先
ず
「
ガ
」
の
用
例
か
ら
示
す
。
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日
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入
門
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に
お
い
て
「
ガ
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、

専
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①
主
格
の
場
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②
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誰
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我
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」
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い
う
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名
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体
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す
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場
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、
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用
い
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い
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㌣

山

l

ヾ

4

斗

ぺ

“

O

a
t
i
k
n
O
f
O
n
n
O
k
O
t
（
文
法
的
規
則
）
　
舎
び
f
t
O
n
ロ
n
O
語
e
（
蒲
団
の
下
に
）

＼
　
　
り
斗
ヾ
＼
U
 
T

u
 
T
 
Y
＼
ヾ
↓
t

畠
ひ
k
a
m
ゴ
O
k
佃
（
髪
）
　
会
い
u
m
D
O
f
t
a
（
下
男
た
ち
）
　
舎
m
 
k
u
ロ
ゴ
O
f
t
a

壮

ル

＼

寸

（
市
民
は
）

寸
斗
＼
U
 
u

O

 

O

や
い
＼
U
や

0
　
　
　
0

命
－
n
a
k
e
k
u
n
ゴ
○
（
町
の
中
）
　
怠
N
 
f
O
n
n
O
f
t
O
W
O
（
正
当
な
人
）
　
命
か

斗
寸
　
　
　
u
h
P
＼

り

斗

ヾ

＼

　

U

 

T

Ⅷ

f
O
n
n
O
k
O
t
　
（
真
実
）
　
畠
O
 
t
O
k
O
r
 
k
a
m
ロ
O

U

斗

ヾ

＼

U

 

T

 

T

 

u

J

r

　

　

　

辻

ト

＼

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0

0
n
W
O
（
召
使
た
ち
に
）
　
畠
↓
f
O
n
n
O
u
g
O
f
t
e

u
址
T
 
V
＼
　
寸
ヰ
＼
叫
や

O

 

O

（
神
聖
な
所
）
　
畠
∽
u
m
n
O
m
・

0

斗

＼

袖

∴

＼

u

O

（
忠
実
な
召
使
の
こ
と
は
）

汝
え
　
　
＼
ヾ
＼

十
＼
▼
＼
ヾ
ヰ

a
g
n
O
ま
a
w
O
（
顎
）
－
＄
w
a
k
ゴ
○
き
a
（
脇
の
下
）
－
コ
w
a
k
n
O
驚
a
（
脇

㍗

ヽ

＼

ヾ

ヽ

u

 

q

≠

＼

　

　

　

　

ヾ

≠

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

q

W

＼

ヾ

鳩

0
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
0

の
下
）
　
N
宗
k
s
a
s
a
g
a
s
u
r
u
m
ゴ
○
（
獣
屍
の
よ
う
な
く
き
っ
た
に
お
い
が
す

u
ヰ
ヰ
培
　
　
　
如
、
く
　
せ
ル
＼

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

°

畠
①
i
k
s
a
n
i
n
n
O
 
k
a
、
t
a
　
（
軍
指
揮
者
）

人
や
ヰ
h
∴
＼
＼
＋
＋
＋
い
廿
で
“

0
　
　
　
　
　
　
　
　
0

a
n
O
音
O
k
O
t
（
彼
ら
）
　
宗
u
 
f
O
n
ロ
O
f
t
a

q

＼

　

　

ヾ

＼

U

 

T

 

U

k

T

ヾ

＼

り

鳩

0

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

し
い
人
）
　
雷
－
f
O
n
n
O
f
t
a
（
正
し
い
人
）

り
止
「
ヾ
し
∴
u
“

B
N
訂
n
n
O
k
O
t
　
（
真
実
）
　
悪
心
　
5
8

ご

ミ

∪

け

　

　

　

　

　

　

一

（
正
し
い
人
）
　
印
器
f
O
n
n
O
f
t
e
（
正

り

斗

ヾ

＼

U

や
0

雷
－
d
O
音
O
k
O
t
a
（
友
の
味
方
）

丁
で
＼
U
や

巴
－
n
i
f
O
n
n
O
k
O
t
O
b
e
（
日
本
語
に
対
し
）

‖
∴
り
止
・
ヾ
＼
　
　
U
 
T
ぇ

合
可
j
e
n
O
S
O
ワ
P
（
我
々
の
上
〕

ヽ
し
：
、
．
＋
ヾ
血

る
）
　
N
畠
m
i
g
O
m
a
m
a
（
道
に
沿
っ
て
）
　
N
g
 
m
i
旨
○
ヨ
a
m
a

ル
斗
＼
　
　
　
点
：
勺

0

ま
に
）
　
∽
0
－
f
O
n
n
O
k
O
d
笥
（
本
当
の
こ
と
）

り
Ⅱ
「
ヾ
＼
∪
斗
寸

（
敵
に
対
す
る
）
　
u
m
m
 
f
u
r
n
O
t
ざ
　
（
古
い
も
の
）

叫
、
T
＼
・
ヾ
†

0

　

　

0

（
神
聖
な
3
人
）
　
∽
霊
m
u
k
a
吉
O
k
O
t
　
（
物
語
）

ト
汁
で
＼
U
 
T

O

 

O

ル

≠

＼

4

4

0

巴
N
 
k
a
t
a
k
ゴ
O

b
や
♯
＼0

∽
山
の
k
a
m
n
O

b
ト
＼
0

彗
∞
k
O
t
O
b
a

U

 

T

、

へ

（
道
の
ま

m
a
j
e
d
駕

4
ユ
∵
ロ
℃
h

m
i
k
a
w
O

ル
辻
Ⅶ

ロ
i
鴫
O
n
n
O

h
∴
u
叫
ヾ
＼

ー
の
N
詳
n
O
訂
r
a
d
笥
（
掌
）

≠
し
　
＼
　
　
〕
叫
Ⅷ
増
す

机
）

ー
の
j
e
n
O
u
q
（
家
）
　
雷
k
i
n
O
旨
k
（
木
の

Å
し
∵
＼
＋
止
V
斗

十
＼
　
　
　
で
吋
ヽ

●
助
詞
「
ノ
」
の
異
形
態
「
ン
」
　
の
例

の
　
n
a
k
a
n
t
（
中
間
的
な
も
の
）
　
N
麻
t
a
d
a
n
t
（
あ
り
ふ
れ
た
杖
）
　
雷
○
ロ
a
・

サ
斗
‥
ヽ
丁

u
＼
＼
「
・



落
O
n
P
m
a
i
b
O
（
ふ
ざ
け
好
き
の
女
の
子
）
－
恩
∵
ヨ
u
ロ
e
n
、
t
a
（
胸
の
下
）

ヾ
U
ヾ
　
当
4
立
党
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
心
∴
＼
ヾ
≠
0

－
g
 
k
a
t
a
訂
r
a
n
、
t
a
（
片
腹
の
下
）
－
浩
f
a
r
a
n
f
t
O
k
a
t
（
満
腹
者
）

斗

鳩

り

当

時

ヾ

ヾ

≠

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

u

u

・

時

‥

＼

＋

り

一

∵

a

 

T

O

O

O

N
g
二
昔
a
r
a
n
c
富
k
a
f
t
a
（
力
の
強
い
人
）
　
N
遥
k
i
j
a
t
t
a
k
O
t
k
O
n
a
t
a
ロ

や

杜

Ⅶ

ヾ

　

一

ヾ

u

b

 

u

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

斗

寸

ヾ

≠

U

 

T

 

U

ヰ

ふ

ヾ

0

　

　

　

　

0

　

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

（
到
来
の
・
汝
の
）
巴
∞
k
O
ロ
a
t
a
ロ
宜
（
私
の
と
こ
ろ
）
　
山
巴
f
O
d
O
k
晋

じ

斗

鳩

ヾ

＼

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

斗

二

？

†

V

m
a
j
e
（
神
の
前
）
　
∽
∽
∞
i
c
u
c
k
i
t
a
i
m
i
t
a
i
g
a
f
t
O
n
（
人
間
の
五
感
）
　
怨
0

4

A

h

 

A

ヾ

一

ヾ

　

≠

ふ

⊥

＋

ル

≠

⊥

戦

　

＋

‥

二

∴

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

0
g
a
m
t
O
k
－
f
O
d
O
k
評
（
祈
り
に
お
け
る
7
つ
の
赦
免
）

斗
撞
ト
T
サ
　
　
　
u
斗
「
す
＼

0

筐
∽
t
O
W
O
官
記
u
、
○
訂
d
O
k
呼
ロ
（
神
の
十
戒
）
　
山
霊
、
O
W
O
m
O
ロ
O
n
（
物
の

丁

Ⅷ

　

ヾ

い

ヾ

ヰ

レ

ヾ

u

り

鶴

「

寸

ヾ

　

　

　

　

　

　

　

ヾ

u

u

＋

・

付

＼

ヾ

本
性
）
　
合
∞
b
i
d
O
r
O
n
t
（
ガ
ラ
ス
の
も
の
）
　
畠
N
 
u
ロ
a
駕
昇
j
O
d
駕
（
プ
ラ

鴫

「

□

ヾ

T

 

q

ヰ

℃

－

ヾ

す

り

璃

い

0

シ
で
）
　
畠
の
g
O
駕
ヨ
k
e
n
d
O
g
W
O
（
嫁
入
り
道
具
）
　
命
可
t
O
t
O
ロ
k
j
O
d
e
（
父

叱

℃

ト

ト

す

ヾ

「

㌣

q

 

T

 

T

P

、

＋

h

T

u

功

0

　

　

　

　

°

の
兄
弟
）
　
∽
N
N
 
f
O
d
O
k
呼
ロ
i
j
a
t
t
a
k
O
t
（
仏
の
言
わ
れ
た
こ
と
）

り
斗
二
で
ヾ
V
、
＋
、
へ
寸
∴
∴
㌣
U
†
0

鑑
の
g
n
k
O
t
　
（
仲
介
）
　
鑑
ひ
t
O
音
a
f
t
O
n
、
t
a
k
O
t
a
　
（
老
人
の
過
誤
）
　
ひ
霊

斗

h

∵

Y

U

 

T

 

T

で

止

T

U

 

T

ヾ

　

で

“

∴

U

“

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
0

k
a
n
e
ロ
k
O
t
（
富
）
　
　
　
　
し

洩
れ
ヾ
U
 
T

∽
の
N
 
t
O
r
k
O
t
 
f
O
d
O
k
佃
n

丁

ヽ

T

U

 

T

O

 

O

り
斗
　
丁
寸
＼

f
t
O
n
t
O
　
（
他
人
の
も
の
）

ヾ
　
丁
　
＼
T

Of
O
紆
済
佃
n
（
神
の
助
け
）

〕
斗
　
†
ご
Y
V

（
神
意
）
　
g
U
 
f
O
ロ
n
O
f
t
a
（
正
し
い
人
）
　
試
腐

り

斗

ヾ

＼

り

叫
0

麗
由
、
t
a
n
t
e
　
（
目
下
の
者
）
　
巴
∽
　
k
a
旨
d
u
e

ヾ
“
∴
＼
中

0

空
①
f
O
d
O
k
晋
i
n
g
i
（
神
に
名
誉
）

り
斗
二
？
ヾ
V
、
＋
、
、
ヾ
ム

掛
で
h
∵
㌣
h

以
上
の
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
『
日
本
語
会
話
入
門
』
　
に
お
い
て
「
ノ
」
は
、

後
述
す
る
よ
う
な
一
部
の
例
を
除
け
ば
、
①
連
体
格
の
場
合
、
に
用
い
ら
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

『
日
本
語
会
話
入
門
』
に
お
い
て
「
ノ
」
と
「
ガ
」
の
用
法
の
違
い
は
代
名

詞
に
後
接
す
る
場
合
を
除
け
ば
、
主
格
と
し
て
用
い
ら
れ
る
か
、
連
体
格
と
し

て
用
い
ら
れ
る
か
と
い
う
違
い
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
極
め
て
厳
然
と
使
い

分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
「
ノ
」
の
用
法
に
は
、
「
ガ
」
の
用
法
と
一
見
抵
触
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
例
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
次
の
　
［
1
］
～
［
4
］
　
に
み
る
ご

と
く
、
「
ノ
」
が
連
体
格
に
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
主
格
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
る
例
で
あ
る
。

［
1
］
主
語
と
「
～
か
～
か
」
を
有
す
る
句
と
を
接
続
す
る
場
合
に
「
ノ
」
が
　
5
9

用
い
ら
れ
て
い
る
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

N
の
k
a
b
佃
f
a
d
a
n
j
e
k
a
w
a
r
芹
a
（
壁
は
だ
が
善
い
か
悪
い
か
）

壮
上
＋
＋
u
J
こ
ご
1
ユ
ご
こ
耳
」
こ
T
こ

謡
f
a
r
n
O
m
O
ロ
O
n
j
u
d
u
e
k
u
r
k
a
d
駕
k
e
n
k
a
（
肥
え
た
佃
か
、
肥
え
な
い
も

り
叫
、
て
＼
　
付
＼
ヾ
　
　
　
ト
　
璃
い
や
、
T
壮
　
　
　
鴻
ト
寸
ヾ
辻

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

の
か
）

宗
旨
r
ロ
〇
〇
r
O
k
a
k
a
m
a
t
a
、
e
m
e
k
a
（
平
地
は
広
い
か
又
は
狭
い
か
）

り

叫

旨

＼

　

り

ヽ

□

b

廿

　

　

4

鳩

　

　

　

で

h

∵

≠

汁

0

宗
j
O
k
ゴ
O
k
i
j
u
r
k
a
k
i
j
e
n
k
a
（
斧
の
切
れ
る
か
切
れ
な
い
か
）

思
す
＼
　
　
　
サ
H
r
き
b
　
　
♯
＼
い
ヾ
b

O

　

　

　

　

　

　

°

［
2
］
「
王
」
と
い
う
主
語
と
敬
語
を
含
む
と
患
わ
れ
る
述
部
を
接
続
す
る
場
合



に
「
ノ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例

烏
の
k
j
O
n
j
a
O
i
j
a
r
O
n
O
（
首
都
に
は
王
が
住
む
）

＋
u
い
寸
　
　
斗
⊥
寸
＼
て
斗
＼

0

［
3
］
　
ロ
シ
ア
語
で
は
体
言
相
当
の
句
と
な
っ
て
い
る
が
、
ゴ
ン
ザ
の
訳
で
は

主
語
＋
述
語
の
関
係
に
な
．
っ
て
い
る
例

笥
j
a
w
a
r
a
旨
a
s
n
O
訂
g
e
t
a
（
中
身
が
柔
ら
か
く
成
熟
し
た
果
物
）

寸
q
q
l
ヾ
汁
　
　
　
　
封
＼
り
斗
寸
や

0
　
　
　
　
　
0

票
j
a
g
ゴ
O
f
a
r
a
k
e
t
a
（
山
羊
の
腹
た
て
た
も
の
）

寸
華
＼
　
　
　
u
 
u
∴
Y
ヾ
≠

0

票
j
a
g
ゴ
O
j
a
甘
t
a
（
痩
せ
た
山
羊
）

寸
華
＼
　
　
寸
で
白
地

0

コ
k
j
a
k
n
O
m
e
d
N
r
a
宗
a
（
嬉
し
い
客
）

♯
寸
u
＼
　
　
ゝ
′
＼
叫
で
壮

0

　

　

　

　

　

　

0

［
4
］
形
容
詞
を
述
部
に
有
す
る
場
合
に
「
ノ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例

謡
f
i
r
n
O
a
k
a
k
a
（
真
昼
は
明
る
い
）

U
人
、
T
＼
　
〕
ご
廿
掛

O

N
O
U
 
i
k
e
n
k
a
w
e
m
－
s
O
謡
ロ
S
a
m
u
旨
u
m
ロ
○
（
の
ど
の
か
わ
き
に
よ
っ
て
ま
た

斗
す
ヾ
　
汁
q
H
≠
　
　
く
≠
レ
ヾ
　
ヰ
ト
で
≠
　
　
寸
ヰ
＼

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
0

内
面
的
寒
さ
に
よ
っ
て
苦
し
め
る
）

こ
れ
ら
は
一
見
例
外
的
に
み
え
る
が
、
仔
細
に
考
察
し
て
み
る
と
、
必
ず
し

も
例
外
と
は
い
え
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

T
］
　
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
並
列
助
詞
「
～
か
～
か
」

で
結
ば
れ
た
句
は
、
全
体
で
は
体
言
句
と
同
等
の
働
き
を
す
る
場
合
が
あ
る
と

い
っ
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
並
列
助
詞
「
～
か
～
か
」
で
結
ば
れ
た
句

は
、
「
広
い
か
狭
い
か
を
確
か
め
る
」
「
広
い
か
狭
い
か
が
問
題
だ
」
「
広
い
か
狭

い
か
に
関
わ
っ
て
い
る
」
な
ど
の
よ
う
に
助
詞
を
自
由
に
後
接
し
う
る
。
「
土
地

が
広
い
か
狭
い
か
」
と
い
う
文
は
、
一
般
に
は
こ
の
後
に
「
土
地
が
広
い
か
狭

い
か
を
調
査
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
述
語
を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
［
1
］
　
は
例
外
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

『
日
本
語
会
話
入
門
』
に
お
い
て
、
並
列
助
詞
「
～
か
～
か
」
で
結
ば
れ
た
句

が
体
言
相
当
と
し
て
認
知
さ
れ
、
薩
隅
方
言
訳
が
な
さ
着
た
と
い
う
事
の
現
れ

で
は
な
か
ろ
う
か
。

［
2
］
に
つ
い
て
は
、
敬
意
を
表
現
す
る
必
要
の
あ
る
語
に
「
ノ
」
が
接
続
、

後
続
の
述
部
の
敬
語
形
式
「
オ
イ
ヤ
ル
」
と
照
応
す
る
事
に
よ
っ
て
、
尊
敬
表

現
に
な
っ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

［
3
］
　
に
つ
い
て
は
疑
問
点
が
大
変
多
い
。
当
該
箇
所
の
ロ
シ
ア
語
は
全
て

体
言
句
で
あ
る
。
ゴ
ン
ザ
の
諸
著
作
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
場
合
、
「
フ
ァ
ラ

ケ
タ
ト
（
腹
か
い
た
と
）
」
の
よ
う
に
準
体
助
詞
を
伴
っ
て
訳
さ
れ
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
全
て
「
4
・
質
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
に
属
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
章
に
属
す
る
「
ノ
」
と
「
ガ
」
の
用
例
一
二
例
の
う
ち
、

最
初
か
ら
連
続
す
る
こ
れ
ら
四
例
の
み
が
こ
の
よ
う
な
普
通
で
は
な
い
訳
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
葉
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
別
の
、
例
え
ば
本
文
の

伝
承
上
の
問
題
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
判
断
を
保
留
し
た
い
と
患

う
0

以
上
の
よ
う
に
一
見
例
外
的
と
思
わ
れ
る
例
を
考
察
し
て
み
る
と
、
必
ず
し

も
、
先
に
纏
め
た
「
ノ
」
と
「
ガ
」
の
使
い
分
け
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
事
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
日
本
語
会
話
入
門
』
に
お
い
て
は
、
主

格
の
場
合
「
ガ
」
、
連
体
格
の
場
合
「
ノ
」
と
い
う
使
い
分
け
が
徹
底
的
に
行
わ

れ
て
い
て
、
敬
意
表
現
の
場
合
に
、
主
格
に
も
「
ノ
」
を
用
い
る
事
が
あ
る
と
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い
う
事

に
な
る

の
で
あ
ろ
う
。

そ

こ
で
、
最
も
問
題

に
思

わ
れ
る
の
が

[
4
]

で
あ

る
。
当
該
箇
所

の

ロ
シ

ア
語
は

「真

昼
は
明
る
い
」
で
あ

り
、
そ
の
訳
と
し

て

「
フ
ィ
ル
ノ

ア
カ
カ
」

と

い
う
訳

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
前
述

の
徹
底
し
た

「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
使

い
分

け
か
ら
す

る
と
、

こ
こ
は

「
フ
ィ
ル
ガ

ア
カ
カ
」
と
あ
る
筈
な

の

で
あ

る
。
ま

た

「
内
面
的
寒

さ
に
よ

っ
て
」
と

ロ
シ
ア
語

に
あ
る
部
分

が
、
「
ウ

チ
ノ

サ
ム
シ
チ
」
と
訳
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
も

「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
用
法

か

ら
す
る
と
、
「
ウ
チ
ガ

サ
ム
シ
チ
」
と

い
う
文

が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
な
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例

は

『
日
本

語
会
話

入
門
』

に
お
い
て
こ
れ

ら
の
み
で
あ
り
、

取
り
立

て
て
問
題

に
す

る
に
値

し
な
い
の
か
も

し
れ
な

い
。
し
か

し
、

い
ず
れ

も
述
部

に
形
容
詞

を
含

み
、

か

つ

「
ガ
」

が
期
待

さ
れ

る
箇
所

に

「
ノ
」
が
用

い
ら
れ

て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
「
ノ
」
が
期
待

さ
れ

る
筒
所

に

「
ガ
」
が
用

い
ら

れ
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
な

い
と

い
う
事

は
注
目
し

て
お

い
て
良

い
か
も
し

れ
な

い
。
何
故
な

ら
ば
、
単
語
集

『
新

ス
ラ
ブ

・
日
本
語
辞
典
』

に
も
同
様

の

例

が
散
見

さ
れ

る
か
ら

で
あ

る
。

三

『
新

ス
ラ
ブ

・
日
本
語
辞
典
』

の

「
ノ
」

と

「
ガ
」

『
新

ス
ラ
ブ

・
日
本
語
辞
典
』

に
出
現
す
る

「
ガ
」
を
、

用
法
毎

に
纒

め
て

示
す
と
次

の
と
お
り
に
な
る
。

ロ
シ
ア
語
訳

や
出
現
箇
所

な
ど
は

一
切
省
略

し

て
示
す
。

①

主
格

に
用

い
ら
れ
て
い
る
も

の

ア
メ
ガ

フ
ル
/

ア
ル
コ
ト
ガ

ア
ル
/

イ

ェ
ガ

サ
ム
ル
/

イ
キ
ガ

キ

ユ
ル
/
イ

ン

ガ

ウ

ム
/

ウ

シ
ガ

ウ

ム
/

カ

イ

ェ
ガ

ユ

ナ

ル
/

カ

ジ

ェ
ガ

ユ
ナ

ル
/

カ
ジ

ェ
ガ

フ

ク
/

カ

ム
ガ

フ

ァ
グ

ル
/

キ

ゲ

ン
ガ

ワ

ル
ナ

ル
/

キ
ガ

フ

ァ

ツ
ヅ

ル
/

キ

ル

ガ

フ

ル
/

ケ

ガ

オ

ユ

ル
/

コ
イ

ェ
ガ

カ

ユ

ル
/

ゴ

ム

ガ

シ

ェ
ン
/

コ
レ
ガ

ナ

ラ

ン
/

シ

モ
ガ

フ

ァ

ル
/

シ

ヲ
ガ

カ

レ
/

ス
ガ

フ

ォ
グ

ル
/

ソ

ン
ガ

イ

グ

/

タ

ヌ

ル

コ

ト
ガ

ア

ル
/

タ

マ
シ

ガ

キ

ク
/

タ

マ
シ
ガ

ツ

マ

ユ
ル
/

タ

マ
シ
ガ

ツ

マ
ル

/

チ

カ

ラ
ガ

ツ
イ

ェ
/

ツ
イ
ガ

フ
ル
/

ト

ク
ガ

ナ

ル
/

ト

シ
ガ

オ

ル
/

ト

シ
ガ

ヨ
ル
/

ナ

カ
ガ

ユ
ネ

/

ナ

ミ
ガ

ス

ル
/

ニ
ウ

エ
ガ

ス

ル
/

ニ
ジ

ガ

ウ

カ
/

ニ

ン

ゲ

ン
ガ

タ

ッ
カ
/

ネ

ガ

タ

ッ
カ
/

フ

ァ
ナ
ガ

サ

ス
/

フ

ィ

フ
ガ

ワ
ル

イ
/

フ

ィ

マ
ガ

イ

ラ

ン
/

フ
ガ

ワ

ル

イ
/

ミ

ミ
ガ

キ

カ

ン
/

フ

ォ

ユ

ル

イ

ン
ガ

/

メ
ガ

イ

ゴ

ク
/

ユ
ク
ガ

フ

ル
/

ヨ
イ

ガ

カ

カ

ッ
チ

ョ

ル

②

代

名

詞

に
後

接

す

る

も

の

オ

イ

ガ

ト
/

オ

イ

ガ

マ
イ

ェ
/

ダ

ガ

ト
/

ダ
ガ

ト
ヂ

ェ
ム
/

ワ
ガ

ア

ル

コ

ト
ノ

ア

ル
/

ワ
ガ

ア

ル

コ

ト

ノ

ア

ル

ト

③

名
詞

句

に

な

っ
て

い

る

も

の

ト

シ
ガ

ヨ

ル

コ

ト
/

ミ

ヅ

ガ

ア

ツ

マ
ル

ト

前
節

で
纒

め
た

「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
用
法
か
ら
み

て
、
例
外

と
な

っ
て
い
る

の
は
③

の
例

で
あ

る
。
こ
れ
ら
が
何
故
、
「ガ
」
に
な

っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点

に

つ
い
て
は
、
重
要
な
意
味
が
隠
さ
れ

て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、

い
ま
考

え
を
持

た
な

い
。

次

に

「
ノ
」

の
例

で
あ
る
。

①

連

体

格

と

な

っ
て
い

る

も

の

ア
ザ

ン

ウ
カ

ト
/

ア

シ

ノ
イ

ラ

ン

ト
/

ア

シ

ノ

イ

ッ
タ

コ

ト
/

ア

シ

ノ

イ

ラ

ン

ト
/

ア

ナ

ン

ア

ル

ト
/

ア

ワ

ン
ウ

カ

ト
/

イ

ェ
ノ

サ

ム

ル

コ

ト
/

イ

ェ
ノ

サ

メ
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タ

コ

ト
/

イ

ェ
ノ
サ

メ

タ

ン
/

イ

ェ
ダ

ン
ウ

カ

ト
/

イ
キ

ノ

ツ
カ

ユ
ル

コ

ト
/

イ

ト

ン

メ
タ

ト
/

イ

ヲ

ン

フ

ノ

モ

ユ
ル

ト

コ
ル
/

ウ

ミ

ノ

タ

ル

ト
/

オ

ナ
ゴ

ン

カ

ブ

ル

モ

ン
/

カ

イ

ェ
ン
イ

ェ
ト
/

カ

タ

シ

ケ

ネ

コ

ト
/

カ

タ

シ
ケ

ノ
ネ

ト
/

カ

チ

ノ

ナ

ラ

ン

ト
/

カ

ム

ノ

フ

ァ
ゲ

タ

ト
/

キ

ノ

サ

メ

タ

フ
ト
/

キ

ノ

ヂ

ェ
タ

ト
/

キ

ノ

ツ

マ

ル

コ

ト
/

キ

ン

ノ
ウ

カ

ト
/

ク

サ

ン
ウ

カ

ト
/

ク

レ

ン
ネ

コ

ト

/

ク

レ

ン
ネ

ト
/

ク

レ

ン
ネ

ン

ト
/

ケ

ノ

ウ

カ

ト
/

ケ

ノ

オ

イ

ェ
タ

ト
/

ケ

ン

ウ
カ

ト
/

コ
イ

ェ
ン
カ

ユ

ル

コ

ト
/

コ
イ

ェ
ン
カ

ユ
ル

ト
/

コ
イ

ェ
ン

タ

ッ
カ

ト
/

コ
カ

ミ

ノ
ウ

タ

ト
/

コ

レ

ン
ナ

ラ

ン

ト
/

シ
タ

メ

ン
ウ

カ

ヒ

ト
/

シ

モ

ン

フ

ァ

ッ
タ

ト
/

シ

ャ
ク

ノ
ネ

ト
/

シ

ュ
ル

ノ

ア

ル

ト
/

シ

ヲ

ン
カ

レ

コ

ト
/

シ

ヲ

ン
カ

レ

ト
/

ス

ノ

フ

ォ
ゲ

タ

ト
/

ソ

ン

ノ
イ

ク

ト
/

タ

ク

セ

コ
ト

バ

ン

ユ

ト

/

ダ

マ
カ

シ

ノ
ナ

ラ

ン

ト
/

タ

マ

シ

ノ
キ

タ

ト
/

タ

マ
シ

ノ

キ

カ

ン

コ

ト
/

タ

マ
シ

ノ
キ

カ

ン

ト
/

チ

ノ
タ

ル

コ

ト
/

チ

ェ

ッ
プ

ン

ツ
ム

ル

シ

コ
/

ツ
ヅ

ノ

ウ

カ

ト
/

ッ

ノ

ン

ア

ル

ト
/

ト

シ

ノ

ヨ
タ

ト
/

ト

シ

ノ

ヨ

ッ
タ

ト
/

ト

シ

ノ

ヨ
ル

コ

ト
/

ナ
イ

ノ
カ

ワ

ッ
タ

ト
/

ナ

イ

ノ

ヨ
カ

ト
/

ナ

カ

ン
イ

ェ
コ

ト
/

ナ

カ

ン

イ

ェ

ト
/

ナ
カ

ン

ユ
ネ

コ

ト
/

ナ

カ

ン

ユ
ネ

ト
/

ナ

ム

ノ
タ

ツ

コ

ト
/

ニ
ノ

ア

ゲ

タ

ト
/

ニ
ン
ゲ

ン

ノ

ア

ツ

マ
ル

コ

ト
/

ネ

ツ

ノ
カ

ン

ト
/

ネ

ン
タ

ッ
カ

ト
/

フ

ァ
ノ
オ

ユ
ル

フ

ォ
ネ

/

フ

ァ
ノ

ス
ビ

ッ
コ

ト
/

フ

ァ
ダ

ン

ワ
ル

カ

ト
/

フ

ァ

ダ

ン

ワ

ル
ネ

ト
/

フ

ァ
ナ

ン

ツ

マ

ル

コ

ト
/

フ

ァ
ナ

ン
サ

ス

コ

ト
/

フ

ァ
ラ

ン

フ

ト
カ

ト
/

フ

ィ

ノ
ウ

カ

ト
/

ブ

イ

ノ
カ

ク

ト

ン

ト
/

フ

ィ

フ
ノ

ワ
ル

ィ

コ

ト

/

フ

ィ

フ

ノ

ワ

ル
カ

ト
/

フ

ノ
イ

ェ
コ

ト
/

フ

ノ
イ

エ
ト
/

フ
ノ
ネ

ト
/

フ
ノ

ユ
ネ

ト
/

フ

ノ

ワ

ル
カ

ト
/
ラ

ト

ン
ウ

カ

ト
/

フ

ォ
ド

ケ

ン
イ

ェ
イ

ヤ

ッ
タ

シ

/

フ

ォ

ド

ケ

ン

ウ

カ

コ

ト
/

フ

ォ

ド

ケ

ン

シ

ヤ

ッ
タ

モ

ン
/

フ

ォ

ド

ケ

ン

タ

モ

ッ
タ

モ

ン
/

フ

ォ
ド

ケ

ン
ミ

イ

ェ
ヤ

ッ
タ

ト
/

フ

ォ

ロ

ン
ウ
カ

ト
/

ミ

ノ

ウ

カ

ト
/

ミ

ヅ

ノ
ウ

カ

コ

ト
/

ミ

ヅ

ノ

ウ

カ

ト

コ
ル
/

ミ

ツ
ノ

ヨ
カ

ト

コ

ル
/

モ

ド

シ
ノ

ナ

ラ

ン

ト
/

モ

ノ

ン
ネ

ト

コ
ル
/

ヨ
イ

ノ
カ

カ

ッ
タ

ト
/

ワ
イ

ェ
メ

ン

ウ
カ

ト
/

ワ
ガ

ア
ル
コ
ト

ノ
ア
ル

ト
/

ワ
サ

ン
ウ
カ

ト

②
敬

語
を
含

む
述
部

と
照
応

し
て
敬
意
表
現

に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例

フ
ォ
ド
ケ

ノ
ミ
イ

ェ
ヤ

ッ
タ

(仏

の
見
え

や

っ
た
)

/

フ
ォ
ド
ケ

ノ
ミ
イ

ェ

ヤ

ッ
タ

③
形
容
詞
を
述
部

と
し
て
い
る
例

カ
タ

シ
ケ

ノ
ネ

(
か
た
じ
け
な
い
)
/

カ
ヲ

ン
ト
ヂ

ェ
ネ

(顔

の
徒
然
な

い
)

/
ク

レ
ン
ネ

(位

の
無

い
)
/
チ
カ

ラ
ン
ナ
カ

ヨ
ワ
カ

(力

の
無
か

弱

い
)

/

ノ
ミ
ノ
ウ
カ

(
蚤

の
多

か
)
/

ヨ
カ
モ

ン
ノ
ウ
カ

(良
か
物

の
多
か
)

④
動
詞

+
打
消

の
助
動

詞

「
ン
」
を
述
部

と
し

て
い
る
例

タ

マ
シ
ノ
キ
カ

ン

(魂

の
利
か

ん
)
/
ナ
イ

ノ
カ

ワ
ラ

ン

(様
子

の
変
わ
ら
ん
)

/

モ
ド
シ
ノ
ナ
ラ
ン

(戻

し

の
な
ら
ん
)

⑤
動
詞
を
述
部
と
し

て
い
る
例

キ

ノ
ッ

マ
ル

(気

の

つ
ま
る
)
/

タ

マ
シ

ノ
キ
タ

(魂

の
利

い
た
)

「
ノ
」
と

「
ガ
」
の
使

い
分
け
か
ら
し
て
例
外
と
思

わ
れ

る
③
④
⑤

の
う
ち
、

述
部

に
形
容
詞
を
有
す
る
場

合

(③
)

に
、
例
外
と
な

る
も

の
が
多

い
と

い
う

傾
向
が
あ
る
。
そ
し

て
、

こ
の
傾
向

は

「
ノ
」

で
あ

る
べ
き
と

こ
ろ
が

「
ガ
」

に
な

っ
て
い
る

の
で
は
な
く

て
、
「
ガ
」
で
あ

る
べ
き
と

こ
ろ
が

「
ノ
」
と
な

っ

て
い
る
も

の
が
多

い
と

い
う
例
外

な
の
で
あ
る
。

勿
論
、

こ
の
傾
向
は
、
述
部

に
形
容
詞

を
含

む
場
合

に
限
ら
れ

る
と

い

っ
た

も

の
で
は
な

い
。
し
か
し
、

こ
こ
は
や
は
り
、
述
部

に
形
容
詞
を
有
す

る
場
合

に
例
外
が
多
く
、
か

つ
、
「
ガ
」
で
あ
る

べ
き
と

こ
ろ
に

「
ノ
」
と
な

っ
て
い
る

も

の
が
多

い
と
い
う
傾
向

そ
の
も

の
は
、

一
旦

は
認
め

て
お

い
て
良

い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

そ
し

て
そ
の
上

で
、

こ
の
よ
う
な
例
が
出
現
す
る
事

に
は
意
味

が
あ

る
の
か
ど
う

か
に

つ
い

て
考

察
し

て
み

て
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。

そ
し

鴨
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て
、
意
味
が
あ

る
と
す
れ
ば
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
る

の
か
と
い
う
ふ
う
に
考

察
を
進
め

て
い
き
た
く
思
う
。

四

形
容
詞
に
前
接
す
る

「
ノ
」

と

「
ガ
」

の
分
布

の
偏

り

「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
多

く
の
研
究
成
果

が
提
出

さ
れ

て
お
り
、
既
に
明

ら
か
に
な

っ
て
い
る
点
も
多

い
。
こ
れ
ま

で
は
、

「
ノ
」

と

「
ガ
」

と
敬
意

と
の
関
係

と
い
う
表
現
的
側
面

の
追
及
、
主
格
を
表

す
か

・
連
体
格

を
表
す

か
と
い
う
文
法
的
側
面

の
追
及
、
が
主
な
目
的

で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は

「
ノ
」
と

「
ガ
」
の
後

に
接
続
す

る
品
詞

に
焦
点
を
絞

っ

て
考

え
て
み
た
い
。
主
格

と
述
部
を

「
ノ
」
或

い
は

「
ガ
」
が
接
続
す
る
際

に
、

そ
の
述
部

が
動
詞

で
あ

る
場
合
、
形
容
動
詞

で
あ
る
場
合
、
形
容
詞

で
あ
る
場

合

な
ど

の
条

件

に
よ

っ
て
、
要
求

さ
れ

る
助

詞

に
違

い
は
な

い

の
で
あ

ろ
う

か
。
又
、
史
的
変
遷

に

つ
い
て
は
ど

の
よ
う

に
な

っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

今
、

そ
の
概
略
を
纒
め

る
と
次

の
よ
う

に
な
る
。

上
代

に
お

い
て
は

「
ノ
と
ガ

の
下

に
用
言

の
終
止
形
が
来

て
文

の
終
止

す
る

例

は
未
だ
無

い
」

の
で
、
連
体
格

の
場
合

に

つ
い
て
考
え

て
み
る
。
そ
う
す
る

と

「
助
詞

ノ
の
下

に
来

る
用
言
を
見

る
と
、
そ

こ
に
は
動
詞
だ
け
が
来

て
形
容

詞

は
来
な

い
」
と

い
う
現
象
が
見
出
さ
れ
る
。

平
安
時
代

に
お

い
て
も
、

こ
の
現
象
は
比
較
的
多
く

の
作

品

に
見
ら
れ
る
。

今
、
手
元

に
あ

る
総
索
引

の
中
か
ら
、
用
例

の
掲
載

さ
れ

て
い
る
も
の
を
幾

つ

か
調
査
し

て
み
る
と
表

[
1
]

の
よ
う

に
な
る
。

用
例
数

は
述

語

に
助
詞

が
後

接
し

て
、
文
が
下

に
続
く
も

の
に
限

っ
た
。

連
体
格

に
な

っ
て
い
る
も
の
を
出

来
る
だ
け
省
く
た
め

で
あ
る
。

表

〔
1
〕

主
語

+
助
詞

(
ノ
/
ガ
)
+
述
語

(動
詞
/
形
容
動
詞
/
形
容
詞
)

+
助
詞

(
テ
/
バ
/
ド
/
ド
モ
)

の

が

 

動
詞

形
容
動
詞

形
容
詞

動
詞

形
容
動
詞

形
容
詞

竹
取
物
語

土
佐
日
記

徒
然
草

梁
塵
秘
抄

中
務
内
侍
日
記

法
華
百
座
聞
書
抄

平
仲
物
語

か
げ
ろ
ふ
日
記

た
ま
き
は
る

『竹

取
物

語
』
に
お

い
て

「恋

し
か
ら
ん
事

の
た

へ
た
か

く
」
「
な
か
き
契

の

な
か
り
け
れ
は
」
の
よ
う

に
、
「
ノ
」
に
形
容
詞

が
後
接
し

て
述
語

に
な
る

の
で

あ
る
が
、

「
ガ
」

に
形
容
詞

が
後
接
し

て
述
語

に
な
る
例
は
な

い
。
ま
た
、
『
土

佐

日
記
』

に
お
い
て
も
同
様

で
、
「
な

ほ
ひ
の
あ
し
け
れ
ば
」
「
か
ぜ
な
み

の
あ

や
ふ
け
れ
ば
」
「
う
み
の
ま

た
お

そ
ろ
し
け
れ
ば
」
等

の
よ
う

に

「
ノ
」

に
形
容

=

詞

が
後
接

し
て
述
語

に
な

る
例

は
多

い
の
で
あ
る
が
、
「
ガ
」
に
形
容

詞
が
後
接

し
て
述
語

に
な
る
例

は
な

い
。

中
世
末
期

に
お

い
て
は
、

主
格

の
場
合

に
は

「ガ
」
、

連
体
格

の
場

合
に
は

「
ノ
」
を
用

い
る
の
が
普
通

の
状
態

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
状
態

に

つ

い
て
は
、
次

の
よ
う
な
記
述
が
参
考
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
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そ

の

(
「
ノ
」

の
…
…
江
口
注
)
主
格

の
示

さ
れ
方

は
、
「
が
」

に
比
し
か

な
り
せ
ま
い
。

一
文

の
主
語

に
な

る
の
は

『
史
記
抄
』
全
体
を
通
じ

て
ご

く
少

な
く
、
「
が
」
の
文
主
語
が
二
三
〇
○
近

い
の
に
た

っ
た

一
二
、
三
例

し
か
な
い
。

…
…

「
の
」

が
文

の
主
語

に
た

つ
こ
と

に
消
極
的

で
あ

る
と

い
う
形
勢

は
キ
リ

シ
タ

ン
本
系
統

で
も
同
様

で
あ

る
。

…
…
特
別

の
情
意

の
あ
る
文

の
主
語

に
た

つ
も

の
に
殆
ど
限
ら
れ
、
平
叙
文
的
な
も

の
は
非

常

に
少

な
く
な

っ
て
い
る
。

右
に
引

用
し
た
よ
う
に

「
ノ
」

が
主
格

に
接
続
す

る
事

は
、
後
接
す

る
品
詞

が
動

詞
や
形
容
動
詞

の
場
合

に
は
、
比
較
的
例

が
少
な

い
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

例

え
ば
、
『
天
草
版
平
家
物
語
」
に
お
い

て
、
形
容
動
詞
が
述
語

に
な
る
場
合

に

は
、
次

の
よ
う
に

「
ノ
」

と

「ガ
」
と

の
間

に
文
法
的
な
綺
麗
な
使

い
分
け
が

認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

・

「
ノ

+
形

容

動

詞

」

の
場

合

①

名

詞

を

後

接

す

る
も

の

ギ

ャ
ウ
ギ

ノ

ブ

ハ

フ
ナ

コ
ト

(
3
)

ヒ

ノ

ノ

ド

カ

ナ

ト
キ

(8

7
)

オ

ナ
ゲ

キ

ノ

オ

ロ
カ

ナ

コ
ト

(
8

9
)

ミ

ノ

サ

カ

ン
ナ

コ
ト

(
3
0

6
)

コ

コ

ロ
ザ

シ

ノ

セ

ツ
ナ

コ
ト

(
3

3

4
)

ヲ

ン
ナ

ノ
…

…

ユ
ウ

ナ

コ
ト

(3

3

5
)

ヒ

ト

メ

ノ

マ

レ
ナ

ト

コ

ロ

(
3

7

8
)

ヨ
ノ

ナ

カ

ノ

ブ
ヂ

ャ

ウ

ナ

コ
ト

(3

8

2

)

②

連

体

形

が

そ

の
ま

ま

体

言

相

当

の
句

と

な

っ
て

い
る

も

の

ウ

マ

ノ

イ

カ

ニ
モ

オ

ホ

キ

ナ

ヲ

(1

1

9
)

ヒ

ト

ノ

マ

コ

ト

ニ
キ

ヨ

ゲ

ナ

ガ

(
2

7

6
)

コ
ズ

ヱ
ノ

イ

ロ
イ

ロ
ナ

ヲ

(
3

7

2
)
シ
カ

ノ
オ

ソ

シ
ゲ

ナ
ガ

(3

7

3
)

●

「
ガ

十
形

容

動

詞

」

の
場

合

①

連

体

形

で
文

が
終

止

し

て
感

嘆
文

の

よ

う

に

な

っ

て
い

る

も

の

シ

マ

ニ
モ

ヒ

ト
ガ

マ

レ
ナ

.

(
6

0
)

ナ

ラ

ウ

コ
ト

ガ

ム

ネ

ン
ナ

.

(
1

1

7
)

シ

ヤ

ウ
ガ

ユ
ル
カ

セ
ナ

.

(
2

0

9
)

コ

ロ
サ

セ

タ

コ
ト
ガ

イ

コ
ン

ナ

.

(
2

2

6
)

コ

コ

ロ
ザ

マ
ガ

ユ

ウ
ナ

ト

ア

ッ
テ

.

(
3

0

2
)

②

助

詞

が

後

接

し

て
更

に
文

が
続

く
も

の

ス
イ

レ

ン
ガ

ジ

ャ
ウ

ズ

ナ

レ
バ

(
2

1

4
)

オ

モ

ハ
ウ
ズ

ル

ト

コ

ロ
ガ

フ
ビ

ン

ナ

レ

バ

(2

5

0
)

ッ
キ

ガ

オ

ボ

ロ
デ

(
2

8

3
)

つ
ま
り
、

「
ノ
」

は
連
体
格
相
当

の
句
を

つ
く
る
場
合

に
の
み
用

い
ら
れ
、

「
ガ
」

は
主
格

相
当

の
句
を

つ
く

る
場
合

に
の
み
用

い
ら
れ

て
い
る
の

で
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
「
ノ
」
或

い
は

「
ガ
」
に
形
容
詞

が
後
接
し

て
述
語
を
形
成
す

る

場
合
、
動
詞

・
形
容
動

詞
が
後
接

し
て
述
語
を
形
成
す

る
場
合
と
比
し

て
、
例

外

の
出
現
す
る
割
合

が
高

い
よ
う
に
思

わ
れ

る
。

例

え
ば
、

『
天
草
版
平
家
物

語
』

に
は

「
ノ
」

に
形
容
詞

が
後
接
し
、
更

に
助
詞
を
後
接
し

て
文
が
後

に
続

く
と
い
う
例
が
見
ら
れ
る
。

ユ
イ
ゴ

ン
ノ
イ
ト
ホ

シ
ケ

レ
バ

(
3
5
7
)

『
天
草
版

伊
曽
保
物

語
』

に
は

ア
ウ

コ
ト

ノ
ナ
イ
デ

モ
ナ
イ

.

(
8
9
)

の
よ
う
に

「
ノ
」

に
形
容
詞

が
後
接
し

て
そ
の
ま
ま
述
語
と
な

っ
て
い
る
例
が

あ
る
。
勿
論
、

こ
れ
ら
は
全
体
か
ら

み
れ
ば
ご
く
少
数

の
例
外

に
過
ぎ
な

い
の

で
あ
る
が
、

こ
の
時
期

の
趨
勢
と
し

て
、
「
ノ
」
は
連
体
格

に
、
「
ガ
」
は
主
格

に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
顕
著
な
事
実
が
あ
り
な
が
ら
、
連
体
格

で
は
な

い
箇

所

に

「
ノ
」

が
用

い
ら
れ

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、

こ
の

数
少
な

い
例
外

が
形
容
詞
を
後
接
す
る
場

合

で
あ
る
事

に
注

目
さ
れ
る

の
で
あ

る
。
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現
代
語

に
お

い
て
、

形
容
詞
が
接
続
す
る
場

合
、

そ
の
前

に

「
ノ
」

乃
至

「
ガ
」
の
い
ず
れ
を
要
求
す
る
か
と
い
う
点

に

つ
い

て
は
、
『
方
言
文
法
資
料
図

集
』
の

「
4

あ

の
人
は
色

が
黒
い
」
「
61

字

が
じ
ょ
う
ず

に
書
け

る
」
の
地

図
や

『
九
州
方
言

の
基
礎
的
研
究
』
の

「主
格

「
の
」
」

・

「
運
が
よ
い
」

の
調

査
報
告
が
資
料
と
な
る
。

現
代

語
に
お
い
て
は
、
ど

の
方
言

に
お

い
て
も
形
容

詞

に
前
接
す
る
助

詞
は
、
当

地

の
主
格
表
現

に

「
ガ
」
を
用
い
る
か
、
「
ノ
」
を

用

い
る
か
と
い
う
事

と
対
応

関
係
を
示
す
。

つ
ま
り
、
主
格
表
現

に

「
ガ
」
を

用

い
る
地
方

に
お
い

て
は
、
形
容
詞

の
前

で
あ

っ
て
も

「
ガ
」
を
用
い
、

主
格

表

現
に

「
ノ
」

を
用
い
る
地
方

に
お

い
て
は
、
形
容
詞

の
前
も

「
ノ
」

を
用

い

る

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
述
部

が
動
詞

で
あ

っ
て
も
形
容
詞

で
あ

っ
て
も
、

こ

の
場
合

関
与
的

で
は
な
く
、

こ
こ
に
お

い
て

「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
文
法
的
役

割

分
担

が
完
成

し
た
と
言

え
る
で
あ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
上
代

に
お
い

て
、
「
ノ
」
に
後
接
し

て
用
い
ら
れ

る
だ
け
で
あ

っ
た
形
容
詞

の
用
法
が
、
「
ノ
」
と

「
ガ
」
の
文
法
的
役
割

の
分
担

の
完
成

に
い
た
る
直
前

に
、

そ
の
用
法

の
名
残
を
は
か
ら
ず
も
露
呈
す

る
と
い

う
よ
う
な
事

が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
中
世
末
期

に

「
ガ
」
を
用
い
る

べ
き
主
格

の

位
置

に

「
ノ
」
を
用

い
る
事
が
あ
る
と

い
う
、
例
外

の
出

現
率

の
比
較
的
高

い

事
と

つ
な
が

っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。

も
し

こ
の
よ
う
な
事
が
あ
り
え
た
と
す
る
と
、

ゴ

ン
ザ
の
諸
著
作

に
お
け
る

「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
用
法
は
、
文
法
的
役
割

の
分
担

の
完
成

の
ご
く
直
前

の
様

相
を
露
呈
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ま
り
、

「
ガ
」

が
主

格
、
「
ノ
」
が
連
体
格
、
と

い
う
役
割

分
担

が
ほ
ぼ
完
成

し

つ
つ
も
、
形
容
詞
を

後
接
す

る
場
合

に
そ

の
分
担
が
緩

い
場
合

が
あ

っ
た
と
い
う
事

な
の
で
あ

る
。

或

い
は
次

の
よ
う
な
事
情
も
考

え
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
『
九
州
方
言

の

基
礎
的
研
究
』
の

「主
格

「
の
」
」

・

「
運

が
よ

い
」
の
調
査
報
告
を
地
図

に
し

て
重

ね
て
み
る
と
、
主
格

に

「
ノ
」

を
月
い
る
地
域

と

「
フ
ノ
ヨ
刀
」

く
い
う

地
域
と
は
殆
ど

一
致
す
る
。
し
か
し
、
そ

の
周
辺
地

域

に
お
い

て
主
格

は

「ガ
」

を
用

い
る
が

「
フ
ノ
ヨ
カ
」
を
用
い
る
地
域

が
わ
ず
か

に
あ

る
。

こ
れ

は
、
主

格

に

「
ノ
」
を
用
い
る
地

域

の
分
布

に
変
化

が
生

じ
た
た
あ

に
起

こ

っ
た
も

の

か
、
或

い
は
主
格

に

「
ノ
」
を
用
い
る
地
域

が
語
彙
的
な
影
響
を
与
え
た

た
め

に
生
じ
た
現
象

と
考

え
ら
れ
る
。

ゴ

ン
ザ

の
諸
著
作

に
反
映
す
る

「
ノ
」

と

「
ガ
」

の
用
法

に
は
、

こ
の
よ
う
な
隣
接
地
域

の
言
語

の
影
響
を
受
け

て
、
成

立

し
た
部
分

が
あ

っ
た
の
か
も

し
れ
な

い
。

し
か
し
、
『
日
本
語
会
話
入
門
』
や

『
新

ス
ラ
ブ

・
日
本
語
辞
典
』
に
お
け
る

例
外

が
隣
接
地
域

の
言
語

の
影
響
を
受
け

て
生
じ
た
も

の
で
あ
る
と
す
る
と
、

例
外

に
品
詞

の
偏

り
を

み
せ
る
の
は
何
故
か
と

い
う
問
題

の
回
答

に
は
な
ら
な

い
よ
う
に
思

わ
れ

る
。

結
局

は
、
中
央
語

に
お

け
る
、
述
部

の
品
詞

・
及
び
主
語
と
述
語
を
接
続

す

る

「
ノ
」
と

「ガ
」

の
分
布

の
関
係
を
精
査
し
た
上

で
、
右
述

の
事
実

と

の
対

応
関
係

の
有
無

に

つ
い
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
ろ
う
。

し
か

し
、

こ
れ
ま

で
述

べ
て
き
た
資
料

に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
観

点
か
ら
、
中
央
語
史

を
検
討
し

て
み
る
事
も
意
味
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

五

お
わ
り

に

以
上
、
述

べ
て
き
た
と

こ
ろ
を
纒
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

ゴ

ン
ザ

の
諸
著
作

に
お

い
て
、
「
ノ
」
と

「
ガ
」

の
用
法
は
、
先
ず
、
文
法
的

な
側
面
と
し

て
、
①

「
ノ
」
は
連
体
格

に
用
い
ら
れ
、
②

「
ガ
」

は
主
格

の
場

合
、
「
誰
」
「
俺
」
「我

々
」
と
い
う
代
名
詞
と
体

菖
を
接
続
す

る
場
合
、
に
用

い

ら
れ
る
と

い
う
事
が
出
来
る
。
次

に
、
表
現
的
側
面

と
し
て
、
③

「
ノ
」

は
述
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部

の
敬

語
と
照
応

し
て
敬
意

を
表
し
、

こ
の
場
合

に
は
主
格
を
表
す

の
に
も
用

い
ら
れ
る
、

と
纒

め
る
事

が
出
来

る
。

こ
れ
ら
は
、

一
八
世
紀
初
頭

の
薩

隅
方

言

の

「
ノ
」

と

「
ガ
」

の
状
態
を
示
し

て
い
る
も

の
と
考
え

て
よ

い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

更

に
個
別
的
な
問
題
点
と
し

て
、
形
容
詞
を
述
部

に
有
す
る
場
合

に
、
主
格

で
あ

っ
て
も

「
ノ
」
を
用

い
る
傾
向
が
あ
り
、

こ
れ
は
中
央

語
史

の
何

ら
か
の

反
映

で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
事
を
述

べ
た
。

諸
賢

の
御
批
判
を
乞

い
た

い
。

注
熊
本
を
中
心
と
し

て
、
主
格

に
専

ら

「
ノ
」

を
用
い
る
方
言
が
分
布
し

て
い
る

こ
の

「
ノ
」
と

「
ガ
」

に
よ
る
敬
意
表
現

に
分
布

に

つ
い
て
は
、
『九
州
方
言

の
基

礎
的
研
究
』

(昭
和
四
四
年
五
月

九
州
方
言
学
会
編

風
間
書
房
)

の

「主
格

「
の
」」
の
分
布
地

図
、
『方
言
文
法
全
国
地
図
』
(国
立
国
語
研
究
所

一㊤
。。り
)

の

「
2

先
生

が

(来
ら
れ
た
)」

「
3

ど
ろ
ぼ
う
が

(入

っ
た
)
」

「
13

お
れ

の

(手
拭
)
」
「
14

先
生

の

(手
拭
)
」
「
15

ど
ろ
ぼ
う

の

(手

拭
)
」

の
分
布
地

図

な
ど
が
参
考

に
な
る

『漂
流
民

の
言
語
』
(昭
和

四
○
年

四
月

村
山
七
郎
氏

吉
川
弘
文
館
)

訂
正

は
、

村
山
七
郎
氏
か
ら
貸
与

い
た
だ

い
た

ア

ッ
シ

ュ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の

コ

ピ
ー
本

に
よ
る

『新

ス
ラ
ブ

・
日
本
語
辞
典

日
本

語
版
』

(昭
和
六
〇
年
五
月

村
山
七
郎
編

協
力
者
井
桁
貞
義

輿
水
則
子

ナ
ウ
カ
書
店
)

壽
岳
章
子
氏

『
室
町
時
代
語
の
表
現
』

(昭
和
五
八
年

一
〇
月

清
文
堂
)

所
収

「室
町
時
代

の

「
の

・
が
」

そ
の
感
情
価
値
表
現
を
中
心

に
ー

」、
『
日
本
語

 の
歴
史

1
民
族

の
こ
と
ば

の
誕
生
』
(昭
和
三
八
年
九
月

平
凡
社
)
三

一
七
頁
な

どこ
の
段
落

の
引
用
は
、
大
野
晋
氏

「
主
格
助
詞
ガ
の
成
立

(上
)

(下
)
」
(『文

学
」

1
9
7
7
1
6

。
7
)
に
よ
る

『竹
取
物
語
索
引
』

(昭
和
三
三
年
六
月

山
田
忠
雄
氏

武
蔵
野
書
院
)
、

『土
佐

日
記
総
索
引
』
(昭
和
四
二
年
七
月

日
本
大
学
文
理
学
部
国
文
学
研
究
室
)
、
『徒

然
草
総
索
引
』
(昭
和
三
〇
年
八
月

時
枝
誠
記
氏

至
文
堂
)
、
『
梁
塵
秘
抄
総
索

引
』
(昭
和
四
七
年
九
月

小
林
芳
規

・
神
作
光

一
・
王
朝
文
学
研
究
会

武
蔵
野

書
院
)
、
『中
務
内
侍
日
記
総
索
引
』
(昭
和
六
三
年
六
月

小
久
保
崇
明

・
若
林
俊

英
編

新
典
社
)、
『法
華
百
座
聞
書
抄
総
索
引
』
(昭
和
五
○
年
三
月

小
林
芳
規

編

武
蔵
野
書
院
)、
『平
仲
物
語
本
文
と
索
引
』
(昭
和
四
四
年
七
月

山
田
巌

・

水
野
清

・
山
内
潤
三

・
木
村
晟
編

洛
文
社
)、

『
改
訂
新
版
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索

引
』
(昭
和
五
六
年
三
月

佐
伯
梅
友

・
伊
牟
田
経
久
編

風
間
書
房
)、
『
た
ま
き

は
る

(健
御
前
の
記
)
総
索
引
』
(昭
和
五
四
年

一
一
月

鈴
木

一
彦

・
鈴
木
雅
子

編

明
治
書
院
)
に
よ

っ
た

前
掲
注
6
引
用
の
壽
岳
氏
の
論
文
に
よ
る

『方
言
文
法
資
料
図
集

(
1
)』
～

『方
言
文
法
資
料
図
集

(
3
)』
(昭
和
五
六
年

一

月
～
昭
和
五
八
年

一
月

国
立
国
語
研
究
所
)
に
よ
る
。
全
国
的
に
み
て
も
、
形
容

詞
の
前
に

「
ノ
」
が
接
続
す
る
地
域
は
、
主
格
に

「
ノ
」
を
と
る
地
域
で
あ
る
と
い

え
る
よ
う
に
思
う

前
掲
注
2
引
用
書
に
よ
る
。
「
フ
ノ
ヨ
カ
」
(運
が
よ
い
)
と
い
う
地
域
は
、
主
格
に

「
ノ
」
を
と
る
地
域
と
綺
麗
に

一
致
す
る
ー

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
講
師
ー
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